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令和７年１１月 

かずさ水道広域連合企業団議会定例会会議録 

 

 

○招 集 年 月 日    令和７年１１月１２日 

○招 集 の 場 所    かずさ水道広域連合企業団議場 

○開 会 の 日 時    令和７年１１月１２日  午後２時００分 

○閉 会 の 日 時    令和７年１１月１２日  午後３時０６分 

○出 席 議 員 

        １番  稲 毛 茂 徳 君       ２番  湯 浅   榮 君 

 ３番  小 国   勇 君       ４番  三 富 敏 史 君 

 ５番  石 井 志 郎 君       ６番  鶴 岡 一 成 君 

 ７番  石 上   塁 君       ８番  高 橋   明 君 

 ９番  神 蔵 五 月 君 １０番  座 親 政 彦 君 

１１番  近 藤   忍 君 １２番  斉 藤 高 根 君 

       １３番  渡 辺   務 君 

 

○出 席 説 明 者 

  広域連合企業長  渡 辺 芳 邦 君  副広域連合企業長  高 橋 恭 市 君 

  事 務 局 長  榊 田 善 啓 君  技 師 長  鶴 村  均 君 

総 務 課 長  鈴 木 光 教 君  企 画 財 政 課 長  松 島 健 史 君 

経 理 課 長  鳥 部 裕 志  君  業 務 課 長  林    豊  君 

計 画 課 長  小 澤 章 二 君  工 務 課 長  中 村 忠 男 君 

施 設 管 理 課 長  鈴 木 良 彦 君  用 水 供 給 課 長  齊 藤 新 一 君 

計 画 課 副 技 監  一 色 崇 史 君   工 務 課 副 技 監  鴇 田  勝 君 

経 理 課 主 幹  金 木 孝 宏 君  計 画 課 主 幹  開 田 智 彦 君 

企画財政課主幹  齋 藤 慎 也 君  施設管理課副課長  松 井 紀 裕 君 

工 務 課 副 課 長  白 熊 幸 夫 君  経 理 課 副 課 長  澤 邉 成 代 君 

用水供給課副課長  白 石  晃 君  用水供給課副課長  加 藤 正 志 君 

総務課人事給与班長 宮 尾  悟 君  業務課業務班長  増 田 政 弘 君 

計画課計画班長  城 野 秀 明 君  計画課調整班長  碓 井 宏 樹 君 

監 査 委 員  露 﨑 善 男 君 

 

○出席事務局職員 

  議 会 事 務 局 長  綱 島 利 明    書 記  礒 貝 祐 介 

  書 記  大 村 將 博    書 記  小 泉 絵 利 香 

 

 

○議 事 日 程 

日 程 第 １      議 席 の 指 定 

日 程 第 ２      会 期 の 決 定 

日 程 第 ３      会議録署名議員の指名 
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日 程 第 ４      議 案 の 上 程 

議案第１号 専決処分の承認を求めることについて 

議案第２号 令和７年度かずさ水道広域連合企業団水道事業会計補正予算

（第１号） 

         議案第３号  かずさ水道広域連合企業団布設工事監督者の配置基準及び資

格並びに水道技術管理者の資格を定める条例の一部を改正す

る条例の制定について 

議案第４号 かずさ水道広域連合企業団水道事業会計未処分利益剰余金

の処分について 

議案第５号 令和６年度かずさ水道広域連合企業団水道事業会計決算の

認定について 

報告第１号  令和６年度かずさ水道広域連合企業団水道事業会計予算繰

越計算書について 

報告第２号  令和６年度かずさ水道広域連合企業団水道事業会計決算に

基づく資金不足比率について 

日 程 第 ５      広域連合企業長の提案理由説明 

日 程 第 ６      議  案  審  議 

日 程 第 ７      追加議案の上程・審議 

      議案第６号 監査委員の選任について 

 

○議事日程に付した事件  議事日程のとおり 

 

 

 

開           会 

 

（令和７年１１月１２日  午後２時００分） 

 

議長（斉藤高根君） それでは定刻でございます。これより令和７年１１月かずさ水道広域連合

企業団議会定例会を開会いたします。本日の出席議員は１３名で全員出席であることを報告

いたします。 

  議事日程について申し上げます。これからの議事は、皆様のお手元に配付しております日

程表に基づいて進行させていただきます。 

  なお、本会議での発言は、感染症対策のため、すべて着座でお願いをいたします。 

  また、議案説明のため、地方自治法第１２１条の規定により、広域連合企業長、副広域連

合企業長及び事務局長ほか、事務局職員の出席を求めましたので御了承願います。 

  なお、本日の事務局出席者については、座席表をお手元に配付してありますので、御参照

ください。 

 

 

 

諸  般  の  報  告 
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議長（斉藤高根君） 日程に入るに先立ちまして、諸般の報告をいたします。 

高橋健治君には、９月３０日に議員を辞職され、後任の議員に君津市議会から鶴岡一成君

が就任され、川名寛章君には６月１１日に議員を辞職され、後任の議員に千葉県議会から渡

辺務君が、かずさ水道広域連合企業団規約第９条第３項の規定により就任されました。 

ここで、このたび就任されました議員の皆さまを御紹介をいたします。御起立の上、紹介

されました議員はごあいさつをお願い申し上げます。 

議長（斉藤高根君） 鶴岡一成君。 

議員（鶴岡一成君） よろしくお願いいたします。 

議長（斉藤高根君） 渡辺務君。 

議員（渡辺務君） よろしくお願いいたします。 

議長（斉藤高根君） 次に、監査委員から地方自治法第２３５条の２の規定による例月出納検査

の結果について報告がありました。お手元に写しを配付しておきましたので御了承願いま

す。 

諸般の報告は以上であります。 

 

 

 

議  席  の  指  定 

 

議長（斉藤高根君） これより日程に入ります。日程第１、議席の指定を行います。 

議席は、ただ今、御着席の氏名標のとおりといたします。 

議長（斉藤高根君） ここで暫時休憩をいたします。 

 

（２分後再開） 

 

議長（斉藤高根君） 休憩を取り消し、会議を再開いたします。 

  先ほど、石井志郎副議長より副議長辞職願が提出されました。 

お諮りいたします。 

この際、副議長辞職の件を日程に追加し、議題とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（斉藤高根君） 御異議なしと認めます。 

   よって、副議長辞職の件を日程に追加し、議題とすることに決定いたしました。 

 

 

 

 

副  議  長  辞  職   の  件 

 

議長（斉藤高根君） 副議長辞職の件を議題といたします。 

まず、その辞職願を朗読いたさせます。 

議会事務局長（辞職願朗読） 令和７年１１月１２日、かずさ水道広域連合企業団議会議長様、 
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かずさ水道広域連合企業団議会副議長、石井志郎、辞職願、今般、都合により副議長を辞職 

したいので許可されるよう願い出ます。 

議長（斉藤高根君） お諮りいたします。 

石井志郎君の副議長の辞職を許可することに御異議ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（斉藤高根君） 御異議なしと認めます。 

  よって、石井志郎副議長の辞職を許可することに決定いたしました。 

議長（斉藤高根君） 石井志郎議員の入場を認めます。 

（石井志郎議員 入場） 

議長（斉藤高根君） 石井志郎議員よりあいさつをしたいとの申し出がありましたので、これを

許可いたします。石井議員。 

議員（石井志郎君） 石井でございます。このような機会を頂戴いたしまして誠にありがとうご

ざいます。令和６年１２月議会よりおよそ１年の間、議員の皆様そして執行部の皆様のご協

力のおかげで、かずさ水道広域連合企業団の副議長の職責を全うすることができました。誠

にありがとうございました。今後は一議員として水道事業発展のために頑張ってまいりま

す。よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

議長（斉藤高根君）ありがとうございました。お諮りいたします。 

この際、副議長の選挙を日程に追加し、選挙を行いたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（斉藤高根君） 御異議なしと認めます。 

  よって、副議長の選挙を日程に追加し、選挙を行うことに決定いたしました。 

 

 

 

副  議  長  の  選  挙 

 

議長（斉藤高根君） お諮りいたします。 

   選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選の方

法によりたいと思いますが、これに御異議ございますか。 

（「なし」の声あり） 

議長（斉藤高根君） 御異議ないものと認めます。 

よって、選挙の方法は、指名推選に決定いたしました。 

議長（斉藤高根君） 副議長の推選について意見を求めます。 

議員（石井志郎君） 議長。 

議長（斉藤高根君） 石井議員。 

議員（近藤忍君） 副議長につきましては、高橋明議員を御推選いたします。 

議長（斉藤高根君） ただ今、石井志郎君から高橋明君に、副議長の推選がありました。 

  お諮りいたします。 

 高橋明君を副議長の当選人と決定することに御異議ございませんか。 

 （「なし」の声あり） 

議長（斉藤高根君） 御異議ないものと認めます。ただ今、推選のありました高橋明君が副議長
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に当選いたしましたので、告知いたします。 

それでは、副議長に当選されました高橋明副議長のごあいさつをお願いいたします。 

副議長（高橋明君） ただ今、皆様方の御推挙によりまして、かずさ水道広域連合企業団の副議

長の要職を担う事となりました。これよりは、議長と共に議会の円滑な運営を図るため努

力させていただきたいと思います。皆さまの格段の御支援、御協力を賜りますよう、お願

い申し上げます。よろしくお願いいたします。 

 

議長（斉藤高根君） はい、ありがとうございました。 

ここで暫時休憩をいたします。 

 

（２分後再開） 

 

副議長（高橋明君） 休憩を取り消します。 

  さきほど、斉藤議長より議長辞職願が提出されましたので、地方自治法第１０６条第１項

の規定により副議長である私が職務を行います。よろしくお願いいたします。 

お諮りいたします。 

この際、議長辞職の件を日程に追加し、議題とすることに御異議ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

副議長（高橋明君） 御異議なしと認めます。 

  よって、議長辞職の件を日程に追加し、議題とすることに決定いたしました。 

 

 

 

議  長  辞  職   の  件 

 

副議長（高橋明君） 議長辞職の件を議題といたします。 

  まず、その辞職願を朗読いたさせます。 

議会事務局長（辞職願朗読） 令和７年１１月１２日、かずさ水道広域連合企業団議会副議長 

様、かずさ水道広域連合企業団議会議長、斉藤高根、辞職願、今般、都合により議長を辞職

したいので許可されるよう願い出ます。 

副議長（高橋明君） お諮りいたします。 

斉藤高根議長の辞職を許可することに御異議ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

副議長（高橋明君） 御異議なしと認めます。 

  よって、斉藤高根議長の辞職を許可することに決定いたしました。 

副議長（高橋明君） 斉藤高根議員の入場を認めます。 

（斉藤高根議員 入場） 

副議長（高橋明君） 斉藤高根議員よりあいさついたしたいとの申し出がありましたので、これ

を許可いたします。 

議員（斉藤高根君） 改めて斉藤でございます。このような機会を頂戴いたしまして誠にありが 

とうございます。令和５年１１月議会よりおよそ２年の間、議員の皆様そして執行部の皆様 

の御協力のおかげで、かずさ水道広域連合企業団の議長の職責を終えることができました。 
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至らぬ点が多々ありましたが、この席をお借りいたしまして、お詫びを申し上げます。今後 

は再び一議員として水道事業発展のため努力する所存でございます。ありがとうございまし 

た。 

副議長（高橋明君） お諮りいたします。 

この際、議長の選挙を日程に追加し、選挙を行いたいと思います。これに御異議ございま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

副議長（高橋明君） 御異議なしと認めます。 

  よって、議長の選挙を日程に追加し、選挙を行うことに決定いたしました。 

 

 

 

議  長  の  選  挙 

 

副議長（高橋明君） お諮りいたします。 

  この際、議長の選挙を日程に追加し選挙を行いたいと思います。これに御異議ございませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

副議長（高橋明君） 御異議なしと認めます。よって議長の選挙を日程に追加し選挙を行うこと

に決定いたします。 

副議長（高橋明君） お諮りいたします。 

   選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選の方

法によりたいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

副議長（高橋明君） 御異議ないものと認めます。 

よって、選挙の方法は、指名推選に決定いたしました。 

副議長（高橋明君） 議長の推選について意見を求めます。 

議員（斉藤高根君） 議長。 

副議長（高橋明君） 斉藤高根君。 

議員（斉藤高根君） 議長につきましては、石井志郎議員を御推選をいたします。 

副議長（高橋明君） ただ今、斉藤高根君から石井志郎君に、議長の推選がありました。 

  お諮りいたします。 

 石井志郎君を議長の当選人と決定することに御異議ございませんか。 

 （「なし」の声あり） 

副議長（高橋明君） 御異議ないものと認めます。ただ今、推選のありました石井志郎君が議長

に当選いたしましたので、告知いたします。 

それでは、議長に当選されました石井志郎議長のごあいさつをお願いいたします。 

議長（石井志郎君） ただ今、皆様方の御推挙によりまして、かずさ水道広域連合企業団の議長

の要職を担う事となりました。これよりは、副議長と共に議会の円滑な運営を図るため努

力させていただきたいと思います。皆さまの格段の御支援、御協力を賜りますよう、お願

い申し上げます。 

副議長（高橋明君） 以上を持ちまして私の職務を終わります。御協力ありがとうございまし
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た。石井議長、議長席へお願いいたします。 

副議長（高橋明君） 交代のため、暫時休憩といたします。 

 

（１分後再開） 

 

 

 

会  期  の  決  定 

 

議長（石井志郎君） 休憩を取り消します。 

議長（石井志郎君） 日程第２、会期の決定を行います。 

お諮りいたします。 

本定例会の会期を本日１日限りとすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（石井志郎君） 御異議ないものと認めます。よって、会期は本日１日限りと決定をいたしまし

た。 

 

 

 

会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 

 

議長（石井志郎君） 日程第３、会議録署名議員の指名をいたします。 

本件につきましては、かずさ水道広域連合企業団議会会議規則第９７条の規定により、議

長において指名をいたします。 

会議録署名議員に議席番号６番鶴岡一成君、議席番号１０番座親正彦君を指名します。 

 

 

 

広 域 連 合 企 業 長 あ い さ つ 

 

議長（石井志郎君） 次に、広域連合企業長から招集のごあいさつがあります。 

広域連合企業長(渡辺芳邦君)  

それでは着席にて失礼いたします。本日、ここに、かずさ水道広域連合企業団令和７年１

１月定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様には御多用の中御出席を賜り、誠にあり

がとうございます。 

  本年１月の埼玉県八潮市での陥没事故や、大規模な漏水事故が全国で発生し、インフラの

老朽化問題がメディア等で大きく取り上げられております。 

当企業団としても、施設の老朽化は喫緊の課題であり、令和８年度に予定していた事業の

うち約８割、２０億円分を本年度へ前倒しし、先般、国に対し交付金の要望をいたしまし

た。令和１０年度までの、統合によるインセンティブを最大限活用し、老朽管の更新等、漏

水の防止や断水リスクの低減に取り組み、災害に強い水道を目指し、施設整備水準の向上に

向け尽力してまいりますので、議員の皆様方におかれましては、より一層の御支援、御協力
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をよろしくお願い申し上げます。 

 本日、提案いたします案件は、議案が５件、報告が２件の、合わせて７件となります。 

詳細につきましては、後ほど御説明申し上げますが、十分なる御審議をいただきますようお

願い申し上げ、招集のあいさつとさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

議  案   の  上  程 

 

議長（石井志郎君） 日程第４、議案の上程を行います。 

議案第１号から議案第５号及び報告第１号から報告第２号までを一括上程いたします。 

議案はお手元に配付いたしましたとおりです。 

 

 

 

広 域 連 合 企 業 長 の 提 案 理 由 説 明 

 

議長（石井志郎君） 日程第５、広域連合企業長に提案理由の説明を求めます。 

広域連合企業長(渡辺芳邦君) 議長。 

議長（石井志郎君） 広域連合企業長 渡辺芳邦君 

広域連合企業長(渡辺芳邦君) それでは、本日提案いたします、議案等の概要につきまして、 

御説明申し上げます。 

今議会に提出いたしました議案は５件でございます。議案第１号「専決処分の承認を求め

ることについて」でございますが、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正を踏ま

え、企業団職員の育児休業等に関する条例及び給与の種類及び基準に関する条例の一部を改

正する必要が生じ、特に緊急を要するため、議会を招集する時間的余裕がないことが明らか

であると認めたため、専決処分いたしましたので、これを報告し、承認を求めようとするも

のでございます。 

続きまして、議案第２号「令和７年度 水道事業会計補正予算（第１号）」でございます

が、設備更新工事に係る設計業務委託について、早期に着手し施行時期の平準化を図るため 

債務負担行為を追加しようとするものでございます。 

  続きまして、議案第３号「布設工事監督者の配置基準及び資格並びに水道技術管理者の資

格を定める条例の一部を改正する条例の制定について」でございますが、建設業法施行令の

一部改正に伴い、関係条例の整備を行うものでございます。 

続きまして、議案第４号は「水道事業会計未処分利益剰余金の処分について」、議案第５

号は「令和６年度水道事業会計決算の認定について」、議会の議決を得ようとするものでご

ざいます。 

また、２件の報告がございます。報告第１号は「令和６年度 水道事業会計予算繰越計算

書について」、報告第２号は「令和６年度 水道事業会計決算に基づく資金不足比率につい

て」でございます。 

以上が、本日の議案等の概要でございます。 

詳細につきましては、事務担当者が説明いたしますので、 
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十分なる、御審議をいただきますよう、お願いいたします。 

 

 

 

議    案    審    議 

 

議長（石井志郎君） 日程第６、議案等審議を行います。 

議案第１号を議題といたします。事務局長に補足説明を求めます。 

事務局長（榊田善啓君） 議長。 

議長（石井志郎君） 事務局長 榊田善啓君。 

事務局長（榊田善啓君） はい。それでは令和７年１１月かずさ水道広域連合企業団議会定例会議 

案の資料 1ページをお開きください。議案第１号「専決処分の承認を求めることについて」 

を説明します。 

地方公務員の育児休業等に関する法律の改正を踏まえ、子の年齢に応じた柔軟な働き方の

実現を目的に、職員の育児休業等に関する条例等を改正し、未就学児を養育する職員の部分

休業等の拡充を行います。 

現に、部分休業を取得している職員がいることから、法律の施行日である１０月１日に本

条例を施行する必要があり、同日付で専決処分を行ったため、議会に報告し承認を求めま

す。 

主な改正内容は、部分休業につきまして勤務時間の始め又は終わりに限り承認していた従

前の取扱いを廃止し、新たに１年につき１０日相当を超えない範囲内で部分休業の新設の措

置を講じるものでございます。 

説明は以上です。 

議長（石井志郎君） 補足説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はございま

せんか。 

議員(神蔵五月君） 議長。 

議長（石井志郎君） 神蔵議員。 

議員(神蔵五月君） 育児休業等に関する条例の改正後、この育児に係る部分休業についての職員

の取得状況についてお伺いしたいと思います。 

総務課長(鈴木光教君) 議長。 

議長（石井志郎君） 鈴木総務課長。 

総務課長(鈴木光教君) はい。まず今回の改正により第１号部分休業として、１日２時間以内で

勤務時間内のどの時間帯でも取得が可能となりました。さらに、第２号部分休業が新設さ

れ、１年間で１０日を超えない範囲内で時間を問わず取得が可能となりました。 

  職員の取得状況につきましては、職員１名が第１号部分休業を継続して取得し、新たに別

の職員１名が第２号部分休業を請求したので、２名の職員が本制度を活用しております。以

上でございます。 

議員(神蔵五月君） 議長。 

議長（石井志郎君） 神蔵議員。 

議員(神蔵五月君） はい。続いては、育児に伴う休暇制度の取得状況についてお伺いしたいと思

います。 

総務課長(鈴木光教君) 議長。 
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議長（石井志郎君） 鈴木総務課長。 

総務課長(鈴木光教君) はい。育児に伴う休暇制度ですけれども、部分休業以外に育児休業や特

別休暇など多様な制度があります。 

子の出生から３歳まで取得できる育児休業、いわゆる育休は、令和７年度に子が生まれた

すべての職員５名、男性４名、女性１名が取得しました。 

また、特別休暇は代表的なものとして、義務教育終了前までに子の看護や行事に参加する

ための子育て休暇や、配偶者の出産などに伴い男性職員が取得できる配偶者の育児参加等が

あります。本年度は１０月末時点で、子育て休暇は２７名、配偶者の育児参加は４名が取得

しています。 

なお、今回の条例改正に伴い育児・看護のための両立支援ハンドブックを更新し、休暇等

の制度を分かりやすく周知すると共に、制度の説明を希望する職員に対して個別に面談等を

行いました。 

今後も、仕事と育児が両立しやすい職場環境づくりに取り組んでまいります。以上でござ

います。 

議員(神蔵五月君） 議長。 

議長（石井志郎君） 神蔵議員。 

議員(神蔵五月君） はい。専決で早めにこういう対処していただいてありがたいと思いました。

また、かずさ水道広域企業団は市の職員と違ってちょっと取得しにくい環境にあるんじゃな

いかと危惧していたところですが、今の説明を聞いて、これからも皆もしっかり取れるんだ

ということが分かって安心いたしました。これからも働きやすい環境をお願いしたいと思い

ます。以上でございます。 

議長（石井志郎君） 他にございませんか。 

議長（石井志郎君） 他にないものと認め、質疑を打ち切ります。 

  これより討論を行います。討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（石井志郎君） ないものと認め、討論を打ち切ります。 

  これより、議案第１号について採決を行います。 

  お諮りいたします。 

  本案を原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

議長（石井志郎君） 挙手全員。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議長（石井志郎君） 議案第２号を議題といたします。事務局長に補足説明を求めます。 

事務局長（榊田善啓君） 議長。 

議長（石井志郎君） 事務局長 榊田善啓君。 

事務局長（榊田善啓君） はい。資料７ページをお開きください。 

議案第２号「令和７年度 水道事業会計 補正予算（第１号）」を説明します。 

第１章水道事業、第２条のとおり債務負担行為の追加でございます。 

表のとおり、２件の実施設計業務委託につきましては、工事の早期着手及び施工時期の平

準化を図るため、十分な工期を確保した上で８年度中に業務を完了させる必要があることか

ら、新たに債務負担行為を設定するものでございます。 

設備更新工事実施設計業務委託につきましては、木更津市域と君津市域。 

代宿浄水場受水設備設置等工事実施設計業務委託は、袖ケ浦市域の案件でございます。な
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お、水道用水供給事業の補正はございません。

  説明は以上です。

議長（石井志郎君） 補足説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はございま

せんか。

議員（石上塁君） 議長。

議長（石井志郎君） 石上議員。

議員（石上塁君） はい、石上です。よろしくお願いいたします。議案第２号について質問させ

ていただきます。今補足説明があった部分とはちょっと違うんですけれど、上烏田浄水場配

水池等整備ＤＢ事業についてですが、議案第２号の補正予算に関する説明の中で、過年度に

債務負担行為を設定している一方で、報告第１号ですね、この後説明があるかと思います

が、その中では設計業務の繰り越しが行われていますが、その内容を詳しくお教えいただき

たいと思います。

計画課長(小澤章二君) 議長。

議長（石井志郎君） 小澤計画課長。

計画課長(小澤章二君) はい。計画課がお答えをいたします。

上烏田浄水場配水池等整備ＤＢ事業の設計につきましては、錯綜する配管の切り廻しや３

池の配水池それぞれの解体や杭基礎、築造工事のほか、耐震計算など約２０の工種に係る設

計を個々に行う業務ですが、現場の試掘調査によって発注図面との不一致が確認され、設計

図面の修正が新たに必要となったことなどから、そのうちの３号配水池の築造に係る設計の

みが繰越となりました。

なお、繰越分につきましては、今月末の完了を予定しており、設計全体としても予定どお

り年度内に完了する見込みでございます。以上でございます。

議員（石上塁君） 議長。

議長（石井志郎君） 石上議員。

議員（石上塁君） はい、前年度から繰り越した設計が、近く完了する見込みであることは理解

いたしました。当初設計に対し、遅れが生じないという理由をお伺いしたいと思います。

計画課長(小澤章二君) 議長。

議長（石井志郎君） 小澤計画課長。

計画課長(小澤章二君) はい、上烏田のＤＢ事業では、設計業務と工事を並行して進める計画と

しており、今回、設計業務の一部が繰越となりましたが、既に設計が完了している伐採や配

管の切り廻し工事から順次着手をしているため、事業の停滞はなく、令和１１年３月までの

事業全体の工期に影響はございません。以上でございます。

議員（石上塁君） 議長。

議長（石井志郎君） 石上議員。

議員（石上塁君） はい、上烏田のＤＢは複数の工事箇所で、それぞれ異なる設計や工事などを

行う大規模な事業であることから、全体の工期に影響が出ないよう、しっかりとした管理を

今後も引き続きよろしくお願いいたします。以上です。

議長（石井志郎君） 他にございませんか。

議長（石井志郎君） 他にないものと認め、質疑を打ち切ります。

  これより討論を行います。討論はございませんか。

（「なし」の声あり）

議長（石井志郎君） ないものと認め、討論を打ち切ります。

  これより、議案第２号について採決を行います。
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  お諮りいたします。 

  本案を原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

議長（石井志郎君） 挙手全員。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議長（石井志郎君） 議案第３号を議題といたします。事務局長に補足説明を求めます。 

事務局長（榊田善啓君） 議長。 

議長（石井志郎君） 事務局長 榊田善啓君。 

事務局長（榊田善啓君） 資料１５ページをお開きください。 

議案第３号「布設工事監督者の配置基準及び資格並びに水道技術管理者の資格を定める条

例の一部を改正する条例の制定について」を説明します。 

本件は、建設業法施行令の一部改正に伴い、本条例が引用している条項に条ずれが生じた

ため同法施行令との整合性を図るもので、あくまで形式的な改正でございまして条例の内容

を変更するものではございません。 

説明は以上です。 

議長（石井志郎君） 補足説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はございま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（石井志郎君） ないものと認め、質疑を打ち切ります。 

  これより討論を行います。討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（石井志郎君） ないものと認め、討論を打ち切ります。 

  これより、議案第３号について採決を行います。 

  お諮りいたします。 

  本案を原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

議長（石井志郎君） 挙手全員。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議長（石井志郎君） 議案第４号を議題といたします。事務局長に補足説明を求めます。  

事務局長（榊田善啓君） 議長。 

議長（石井志郎君） 事務局長 榊田善啓君。 

事務局長（榊田善啓君） 資料１７ページをお開きください。 

議案第４号「水道事業会計未処分利益剰余金の処分について」を説明します。 

本件は、令和６年度決算における未処分利益剰余金を処分するにあたり、地方公営企業法

第３２条第２項の規定により、議会の議決を得ようとするものです。 

 １９ページをお開きください。 

  １水道事業です。金額は千円単位で御説明します。表の一番右の列､「未処分利益剰余

金」の当年度末残高１４億７，１７５万円、このうち、９億１，８３０万３千円を処分する

ものでございます。内訳は、減債積立金への積立、３億５，９６０万５千円、資本金への組

入、５億５，８６９万７千円となります。 

２２ページをお開きください。 

３処分案（１）「現金の裏付けのあるもの」をご覧ください。 

未処分利益剰余金の処分は、企業債残高が増加傾向にあることから、これを確実に償還す
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るため、減債積立金への処分を原則としております。処分額は各市の状況を勘案しますが、

令和６年度予算で見込んだ純利益から、決算で上振れした分を減債積立金として処分し、残

額は不測の事態に備え、未処分のまま繰越します。 

表の２列目処分方法のとおり、木更津市は１億３，０００万円、君津市は６，０００万

円、富津市は１億円の純利益の上振れ分を減債積立金として処分します。 

袖ケ浦市は、純利益の上振れ分はございませんが、純損失に充てる利益積立金を有してお

り、不測の事態にも対応可能と判断しまして、純利益全額の６，９６０万５千円を減債積立

金として処分いたします。 

１９ページにまたお戻りください。 

次に、資本金への組入でございます。これは平成２６年度の会計制度の見直しによりまし

て、減債積立金等を執行した場合、未処分利益に戻る取り扱いになったことから、経理上の

処理といたしまして、令和６年度に減債積立金を執行した、木更津市、君津市、袖ケ浦市

の、合計５億５，８６９万７千円を資本金に組み入れます。 

その結果、表の右下のとおり、処分後の残高、５億５，３４４万７千円は未処分のまま繰

越いたします。 

次に、その下の２水道用水供給事業です。 

  今回、未処分利益剰余金の処分はございません。 

表の一番右側の列、未処分利益剰余金の当年度末残高、３億９，３１１万円は、令和６年

度の純損失を補填した後の残額となりますが、令和７年度予算が赤字予算となっているた

め、未処分のまま繰り越すことといたします。 

 説明は以上です。 

議長（石井志郎君） 補足説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はございま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（石井志郎君） ないものと認め、質疑を打ち切ります。 

  これより討論を行います。討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（石井志郎君） ないものと認め、討論を打ち切ります。 

  これより、議案第４号について採決を行います。 

  お諮りいたします。 

  本案を原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

議長（石井志郎君） 挙手全員。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議長（石井志郎君） 議案第５号を議題といたします。事務局長に補足説明を求めます。 

事務局長（榊田善啓君） 議長。 

議長（石井志郎君） 事務局長 榊田善啓君。 

事務局長（榊田善啓君） それでは決算の認定につきましてはＡ３の横の資料決算の概要をご覧

いただけますでしょうか。 

議案第５号「令和６年度水道事業会計決算の認定について」、１ページの内容を簡潔に御

説明いたします。 

当企業団は統合から６年目を迎えました。昨今の水道事業を取り巻く、社会経済情勢の変

化等に的確に対応するため、６年度から１０年間を計画期間とする広域連合ビジョンに基づ
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き、各種事業を展開しています。 

国の交付金、４市の出資金等を活用し、水道事業では施設統廃合事業の推進、具体的には

上烏田浄水場配水池等整備ＤＢ事業に着手、併せて、管路更新にも積極的に取り組み、 

工事延長４０．５kmを更新いたしました。 

水道用水供給事業では、施設の耐震化で大寺浄水場取水施設等耐震補強工事など、また、

老朽化施設の更新で「十日市場浄水場インバータ設備更新工事」などを実施しました。 

２ページを御覧ください。決算報告書になります。 

予算額に対する「決算額」、その内容は、右側の説明欄のとおりでございます。 

  金額は千円単位で御説明させていただきます。 

まず、水道事業では、（１）「収益的収入及び支出」収入、第１款水道事業収益は、決算

額、１１３億３，３８９万３千円、執行率は９９．２％です。内訳としまして、第１項営業

収益、９８億３，０８２万６千円、約９７％が給水収益です。第２項営業外収益、１５億２

６８万円で、加入金、長期前受金戻入等でございます。 

次に、支出です。第１款水道事業費用は、決算額、１０２億５，６０８万９千円、翌年度

繰越額、２９３万７千円、不用額、４億４，４６１万８千円で、執行率９５．８％となって

おります。内訳は、第１項営業費用 ９９億８５７万６千円、主なものは用水供給事業への

受水費、料金徴収や運転管理業務などの委託料、減価償却費でございます。不用額の主なも

のは、委託料、修繕費の執行残でございます。第２項営業外費用は、３億４，２２７万７千

円、企業債の支払利息等です。第３項特別損失は、５２３万５千円、過年度分の水道料金の

軽減等による過年度損益修正損です。第４項予備費の支出はございません。 

表の一番下のとおり、収支の差引額は１０億７，７８０万３千円、となりまして税引き後

の純利益は、６億４，２９４万１千円となりました。 

３ページを御覧ください。（２）「資本的収入及び支出」は、下の表、支出を先に御説明

します。 

第１款資本的支出は、決算額、８３億２，４５４万６千円、翌年度繰越額、２億４，２１

８万７千円、不用額、１１億８，２８３万５千円で、執行率は８７．９％です。 

  内訳はその下、第１項建設改良費が、６５億１，０４１万２千円、老朽管更新工事、上烏

田浄水場配水池等整備ＤＢ事業などでございます。第２項企業債償還金は、１８億１，３９

４万５千円です。第３項工事負担金返還金は、１８万８千円です。第４項予備費は、第３項

の工事費負担金に充用しました。 

次に、上の表、収入でございます。第１款資本的収入の決算額は、４９億１，３７９万

円、執行率は７７．４％です。 

内訳は、第１項企業債、２５億６，６５０万円、予算額を下回った理由は、建設改良事業

に不用額が発生したためでございます。第２項出資金、７億９，４９３万円は、４市の一般

会計からの出資です。第３項国庫補助金、１４億３，３７４万４千円は 国の防災・安全交

付金等です。第４項他会計補助金、２，０５４万３千円は、君津市の高料金対策事業補助金

です。第５項負担金、９，７１４万６千円は、消火栓の維持管理に係る負担金等です。第６

項固定資産売却代金、９２万６千円は、木更津市の土地の売却代金でございます。 

資本的収支につきましては、通常、収支不足が発生するものです。 

表の下のとおり、収支不足額は、約３４億１，０７５万５千円ですが、減債積立金、過年

度分損益勘定留保資金などで補填したところでございます。 

４ページを御覧ください。続きまして水道用水供給事業です。 

（１）「収益的収入及び支出」、収入、第１款水道事業収益は、決算額６５億７，４９６
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万３千円、執行率は１００％を超えました。内訳は、第１項営業収益が、６１億４，６０２

万６千円、うち９９．５％が給水収益です。第２項営業外収益、２億６，５６８万９千円

は、長期前受金戻入等です。第３項特別利益、１億６，３２４万７千円は、令和５年度の亀

山・片倉ダムの管理費負担金に係る過納付額です。 

次に、支出でございます。第１款水道事業費用、決算額は６６億２，７８２万５千円、翌

年度繰越額、６００万６千円、不用額、３億１，３７６万４千円で、執行率は９５．５％で

す。内訳は、第１項営業費用が、６４億１，２０１万５千円、浄水場の運転管理等の委託

料、動力費、減価償却費などでございます。不用額の主なものは、委託料、薬品費、修繕費

の執行残です。第２項営業外費用、２億１，５７４万６千円は、企業債の支払利息等です。

第３項特別損失、６万３千円は、令和５年度の消費税申告額の変更による過年度損益修正損

でございます。第４項予備費の執行はございません。 

収支差引額は、表の一番下にあるとおり、マイナス５,２８６万１千円、税引き後の純損

失は、１億６，４６０万６千円となっております。 

５ページを御覧ください。（２）「資本的収入及び支出」です。下の支出を先に御説明し

ます。 

第１款資本的支出、決算額、２３億２９２万９千円、翌年度繰越額、３億５３万１千円、

不用額は、２億６，４７０万８千円で、執行率は９０．８％です。内訳は、第１項建設改良

費、１６億１，７９０万１千円、老朽化施設の更新事業等です。第２項企業債償還金、 ６

億８，５０２万７千円、企業債の元金償還分です。第３項予備費の執行はございません。 

次に、収入でございます。第１款資本的収入では、決算額、４億９，７６９万４千円、予

算額に比べ、３億６，４１４万円の減、執行率は５７．７％でございますが、主な理由は建

設改良事業の減額に伴いまして、企業債借入額も減額したためでございます。内訳は、第１

項企業債、１億５，５００万円、第２項出資金は、ありません。第３項国庫補助金、３億

１，０９５万円、第４項その他資本的収入、３，１７４万４千円、これは令和５年度亀山・

片倉ダム共同施設の改良等工事の精算に係る過納付額の戻入でございます。 

表の下にあるとおり、収支不足額は、１８億５２３万４千円ですが、過年度分損益勘定 

留保資金等で補填したところでございます。 

６ページをお開きください。１の業務量でございます。 

水道事業につきましては、年間総有収水量、３，２１４万３千立米、１日平均有収水量、

８万８千立米、給水戸数、１４万１千戸、給水人口は、３１万６千人となっております。 

水道用水供給事業につきましては、年間総有収水量、５，１１８万６千立米、１日平均有

収水量、１４万立米でございます。 

決算の概要説明は以上でございます。 

なお、監査委員からの決算審査意見書のとおり、決算報告書等は、関係法令の規定に準拠

して作成され、計数は正確に処理され、経営成績及び財政状態を適正に表示していると認め

られた。また、事業の運営は、経営の基本原則に沿って運営され、予算の執行も所期の目的

に沿っていると認められた。との意見をいただきました。 

説明は以上でございます。 

議長（石井志郎君） 補足説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はございま

せんか。 

議員（稲毛茂徳君） 議長。 

議長（石井志郎君） 稲毛議員。 

議員（稲毛茂徳君） 御説明ありがとうございました。決算の概要の説明ですね、その中で、か
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ずさ水道広域連合企業団の広域連合ビジョンという資料があって、その中でもですね、今後

も耐震化を進めていくというようなことでございますけれども、先日確か１０月の２０日頃

だと思いますけれども、新聞報道で、会計検査院が設計段階における橋梁の耐震性確認が不

十分であったとして、関係機関に対して調査を実施したとありましたが、この調査の対象と

して、かずさ水道広域連合企業団の管理区域内にある施設が含まれていたかどうか、質問さ

せていただきたいと思います。 

計画課長(小澤章二君) 議長。 

議長（石井志郎君） 小澤計画課長。 

計画課長(小澤章二君) はい。計画課からお答えをいたします。 

会計検査院は、令和４年度から５年度に築造工事を契約した、全国４１事業体の添架水管

橋について抽出調査を行いましたが、当企業団は、調査対象となっておりません。 

なお、会計検査院の指摘事項を踏まえ、添架水管橋の耐震化状況等について国土交通省か

ら調査依頼があり、現在調査中でございます。以上でございます。 

議員（稲毛茂徳君） 議長。 

議長（石井志郎君） 稲毛議員。 

議員（稲毛茂徳君） この連合ビジョンの中で、水管橋の点検のところもあったと思うんですけ

れども、かずさ水道の管理区域内に、会計検査院の調査対象となった施設がなかったという

ことはわかりますけれども、水管橋の点検についてはどのように今後管理していくのかお伺

いしたいと思います。 

施設管理課長(鈴木良彦君) 議長。 

議長（石井志郎君） 鈴木施設管理課長。 

施設管理課長(鈴木良彦君) 施設管理課からお答えいたします。 

水管橋の点検につきましては、国が策定したガイドラインに基づき、おおむね５年に１回

以上の頻度で行う事が義務づけられております。 

点検の内容は、水管橋の外観を主に目視により点検し、取付け状況や腐食の状況を確認す

るものです。不具合を発見した場合は、塗装修繕等により対応しております。 

今後も計画的に点検を行い、適切な維持管理に努めてまいります。以上でございます。 

議員（稲毛茂徳君） 議長。 

議長（石井志郎君） 稲毛議員。 

議員（稲毛茂徳君） 橋梁の点検については、ガイドラインに基づきということで理解しました

が、水管橋の更新工事についてはどのように対応しているのかお伺いしたいと思います。 

工務課長(中村忠男君) 議長。 

議長（石井志郎君） 中村工務課長。 

工務課長(中村忠男君) 工務課よりお答えいたします。 

  添架水管橋の更新工事につきましては、設計委託の段階において橋梁管理者と協議を行

い、橋梁の耐震性について確認しております。 

その結果、耐震性が確保されていない場合、あるいは耐震性が不明の場合につきまして、

添架水管橋に代えて独立水管橋を築造するなど、複数の工法を比較検討した上で、最も適切

な工法を選定しています。以上です。 

議員（稲毛茂徳君） 議長。 

議長（石井志郎君） 稲毛議員。 

議員（稲毛茂徳君） そうですね。水道施設の耐震化につきましては、時間も費用もかかるとい

うことは理解しておりますし、国のガイドラインにも基づいてですね、点検や会計検査院の
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指摘を含めた調査を踏まえてですね、国土交通省からの調査を見て、水管橋の耐震化状況等

の把握を図っていただきたいと思います。

水管橋の耐震化については、橋梁管理者や市町村とですね、協議しながら適切な対応をお

願いしたいと思います。

議長（石井志郎君） 他にございませんか。

議員（石上塁君） 議長。

議長（石井志郎君） 石上議員。

議員（石上塁君） よろしくお願いいたします。決算書の２５ページですが、水道事業の経常収

支比率のところですけど、本決算時点では、料金改定等によって、前年度比約３ポイント上

がっていて、経常収支比率も健全であることは理解できますけど、今後を考えると悪化して

いくものと思われますが、どのように捉えられているかお伺いします。

企画財政課長(松島健史君) 議長。

議長（石井志郎君） 松島企画財政課長。

企画財政課長(松島健史君) 企画財政課よりお答えさせていただきます。

議員のおっしゃられるとおり、人口減少等の影響により、また有収水量の減少や物価高の

影響を受け、経常収支比率は年々低下していくものと想定はしております。

令和６年度に木更津市域を除く３市域で水道料金の改定を行い、さらに、君津市、富津

市、袖ケ浦市からの営業助成補助をいただくことにより、令和１０年度までは安定的に事業

を行えると考えております。以上です。

議員（石上塁君） 議長。

議長（石井志郎君） 石上議員。

議員（石上塁君） はい、ではですね、令和１０年度までは安定しているというところは理解で

きます。令和１１年度以降ですね、給水収益の確保について、どのように考えておられるか

お伺いしたいと思います。

企画財政課長(松島健史君) 議長。

議長（石井志郎君） 松島企画財政課長。

企画財政課長(松島健史君) 現時点で、令和１１年度以降に対する資料等をお示しすることがで

きませんが、将来にわたり、安心で安全な水道水を安定的に供給するため、統合広域化基本

計画のとおり、令和１１年度からの料金統一を目指し改定を行う予定で進めております。今

後、適正な料金体系を検討するために必要な財政シミュレーションを行い、随時、議会、水

道利用者、構成団体への情報提供を行い、皆様の御理解を得ながら取り組んでまいりたいと

考えております。以上です。

議員（石上塁君） 議長。

議長（石井志郎君） 石上議員。

議員（石上塁君） はい、理解いたしました。前回令和６年度の改定時にはですね、市民等への

説明、丁寧に行っていただきました。次の機会に対してはですね、前回と同様、より一層情

報提供、開示もなるべく早く、そして丁寧にやっていただきたいと思いますのでよろしくお

願いいたします。以上です。

議長（石井志郎君） 他にございませんか。

議員（神蔵五月君） 議長。

議長（石井志郎君） 神蔵議員。

議員（神蔵五月君） はい、決算書１３ページの貸借対照表の流動資産、（２）未収金に１２億

６，０００万円が計上されていますが、その主なものについてお伺いしたいと思います。
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業務課長(林豊君) 議長。

議長（石井志郎君） 林業務課長。

業務課長(林豊君) 未収金の主なものについては、給水収益で約８億６，０００万円になりま

す。

  給水収益は水道料金のことで、年度末の３月分については、３月末を期限に納入通知や口

座振替を行いますが、様々な金融機関からの入金を取りまとめている銀行への集約に１、２

週間を要するため、３月末の貸借対照表では未収金として計上することになります。以上で

す。

議員（神蔵五月君） 議長。

議長（石井志郎君） 神蔵議員。

議員（神蔵五月君） はい、３月末はそのような数字になるということが分かりました。という

ことは翌月になれば、この未収金がなくなると考えてよろしいでしょうか。

業務課長(林豊君) 議長。

議長（石井志郎君） 林業務課長。

業務課長(林豊君) 一部を除いて、ほぼなくなります。

議員（神蔵五月君） 議長。

議長（石井志郎君） 神蔵議員。

議員（神蔵五月君） はい、一部と言うとまだ未収金があるということだと思うんですけれど

も、支払える方はしっかり払っていただきたいと思いますが、支払いができない方に関して

は、その理由としては生活困窮者の方が考えられると思います。

水道料金を払えない場合、給水停止ということも聞いておりますが、こういった方々の対

応についてはどのようにされているかお伺いします。

業務課長(林豊君) 議長。

議長（石井志郎君） 林業務課長。

業務課長(林豊君) 給水停止は、直ちに行うわけではなく、約３ケ月程度の期間をかけて督促等

の通知を３回発出し、この間、何も連絡がない場合等に行っています。

  生活困窮者からの相談があった場合には、分納確約書の提出で給水停止を取りやめるなど

の対応を図っているほか、各市の福祉部局への相談を促すことをしております。

  実際に、生活困窮者からの相談で、市の福祉部局の担当と情報共有を図り、生活保護の対

象となったことがありました。

今後とも、料金納付の相談に対しては丁寧に対応して参ります。

議員（神蔵五月君） 議長。

議長（石井志郎君） 神蔵議員。

議員（神蔵五月君） はい。未収金の主なものについて理解いたしました。また、水道料金の支

払いを通じてのセーフティネットの一端を担っていることも分かりましたので、これから集

金のあり方も様々検討されていると思いますが、これからも丁寧な対応をお願いしたいと思

います。以上でございます。

議長（石井志郎君） 他に質疑ございませんか。ないものと認め質疑を打ち切ります。

議長（石井志郎君） これより討論を行います。討論はございませんか。

（「なし」の声あり）

議長（石井志郎君） ないものと認め、討論を終結いたします。

  これより議案第５号について採決を行います。

  お諮りいたします。
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  本案を原案のとおり認定することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（挙手全員）

議長（石井志郎君） 挙手全員。

  よって、本案は原案のとおり認定されました。

議長（石井志郎君） 次に、報告第１号について、事務局から報告願います。

事務局長（榊田善啓君） 議長。

議長（石井志郎君） 事務局長、榊田善啓君。

事務局長（榊田善啓君） はい。２５ページをお開きください。

  報告第１号「令和６年度水道事業会計予算繰越計算書について」を説明します。

これは、地方公営企業法第２６条第１項及び第２項の規定により、令和６年度の予算の一

部を令和７年度に繰り越したもので、同条第３項の規定により議会に報告するものでござい

ます。

２７ページを御覧ください。水道事業では、資本的支出の建設改良費で、計算書の中ほ

ど、翌年度繰越額の欄、一番下の段の１億６，９７５万２千円。

それから次の２８ページを御覧ください。事故繰越分として、同じく翌年度繰越額の欄の

上から２段目の水道事業費用の計、２９３万７千円、それから、下から２段目の資本的支出

の計、７，２４３万５千円を繰り越すものでございます。

２９ページを御覧ください。こちらは水道用水供給事業でございます。資本的支出の建設

改良費で、計算書の中ほど、翌年度繰越額の欄、一番下の段の２億３，３８８万２千円、

それから次の３０ページでございます。こちらは事故繰越分でございます。同じく翌年度

繰越額の欄の、上から２段目の水道事業費用の計、６００万６千円、それから下から２段目

の資本的支出の計、６，６６４万９千円を繰り越します。

  件数につきましては、水道事業で１１件、水道用水供給事業で６件の、合計１７件でござ

います。

繰り越した理由につきましては、表の一番右の説明欄のとおり、４市が施工する工事の影

響、それから電子部品等の供給遅延などでございます。

説明は以上です。

議長（石井志郎君） 報告第１号については只今の報告により、御了承願います。

議長（石井志郎君） 次に、報告第２号について、事務局から報告願います。

事務局長（榊田善啓君） 議長。

議長（石井志郎君） 事務局長、榊田善啓君。

事務局長（榊田善啓君） はい。資料３１ページを御覧ください。

  報告第２号「令和６年度水道事業会計決算に基づく資金不足比率について」を御説明しま

す。

本件は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、令和６

年度決算に基づき算定した資金不足比率について、監査委員の意見を付して議会に報告する

ものでございます。

３３ページを御覧ください。資金不足比率は、水道事業、水道用水供給事業ともに、令和

６年度決算においても資金に不足が生じていないため、算定表のとおり、該当はございませ

ん。

 ３９ページを御覧ください。監査委員の審査意見、３審査の結果のとおり、資金不足比率

及び、その算定の基礎となる書類は、適正に作成したと認められるとの御意見をいただきま

した。
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説明は以上です。

議長（石井志郎君） 報告第２号については只今の報告により、御了承願います。

議長（石井志郎君） それでは、ここで暫時休憩といたします。 

（３分後、再開） 

議長（石井志郎君） 休憩を取り消します。

  先ほど、広域連合企業長から追加議案１件の提出があり、これを受理しましたので報告い

たします。

  お諮りいたします。

  受理しました議案の上程審議のため日程第７を追加したいと思います。これに御異議ござ

いませんか。

（「なし」の声あり）

議長（石井志郎君） 御異議なしと認めます。

  よって、日程第７に追加することといたしました。 

 

 

追 加 議 案 の 上 程 ・ 審 議

議長（石井志郎君） 日程第７、追加議案の上程を行います。

   地方自治法第１１７条の規定により、湯浅榮議員の退席を求めます。

（湯浅榮議員 退席）

議長（石井志郎君） 事務局に、本案の提案理由の補足説明を求めます。

事務局長（榊田善啓君） 議長。

議長（石井志郎君） 事務局長、榊田善啓君

事務局長（榊田善啓君） それでは、議案第６号、監査委員の選任について御説明します。本

日、君津市選出の高橋明議員が監査委員を辞職されたことから、袖ケ浦市選出の湯浅榮議員

を新たに監査委員に選任することにつきまして、地方自治法第１９６条第１項の規定により

議会の同意を得ようとするものでございます。 

説明は以上です。 

議長（石井志郎君） お諮りいたします。 

  本案は質疑と討論を省略し、直ちに採決したいと思います。これに御異議ございません

か。

（「なし」の声あり）

議長（石井志郎君） 御異議ないものと認めます。

お諮りいたします。

本案を原案の通り同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（挙手全員）

議長（石井志郎君） 挙手全員であります。

   よって本案は原案のとおり同意されました。湯浅榮議員の入場を認めます。

（湯浅榮議員 入場）

議長（石井志郎君） ここで、監査委員に選任されました湯浅榮議員からごあいさつをいただき

たいと存じます。
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議員（湯浅榮君） ただ今、監査委員に御指名をいただきました湯浅でございます。先より、監

査委員を務めておられます露﨑代表監査委員とともに、監査の必要性、重要性を深く認識

し、微力ではございますが、誠実かつ公正な立場から、監査委員の職務を全うして参りたい

と存じております。どうぞよろしくお願い申し上げます。

議長（石井志郎君） 以上をもちまして、今期定例会に付議されました案件の全部を議了いたし

ました。 

 

 

広 域 連 合 企 業 長 あ い さ つ

議長（石井志郎君） ここで、広域連合企業長から閉会のごあいさつがあります。

広域連合企業長(渡辺芳邦君) 閉会に当たりまして、一言、御礼のごあいさつを申し上げます。

  本定例会に提案いたしました議案につきましては、原案どおり可決いただき誠にありがと

うございました。

今後とも、議員皆様の御指導とお力添えをお願い申し上げ、閉会のあいさつとさせていた

だきます。

ありがとうございました。

 

 

閉           会

議長（石井志郎君） これをもちまして、令和７年１１月かずさ水道広域連合企業団議会定例会

を閉会いたします。お疲れ様でした。

（令和７年１１月１２日  午後３時０６分）
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以上、会議の次第を記載し、その相違ないことを証するために署名する。 

 

 

     令和７年１２月３日 

 

 

        かずさ水道広域連合企業団議会議長     石 井  志 郎 

 

 

 

             同   会議録署名議員     鶴 岡  一 成 

  

 

 

             同   会議録署名議員     座 親  政 彦 


